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このたびは弊社製品をご採用いただき誠に有り難うございます。 

本書は FW9000NN 形液面計について記述したものです。ご使用前にご熟読下さい。 

 

 

本書の表記上のルール 
 

安全に関する表記 

本書では、安全に関する注意事項を次の表示によって区分しています。 

 

 

 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示していま

す。 

 

 

 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、本装置の破損および付帯設備等における物的損害の発生が想定され

る内容を示します。 

 

一般情報に関する表記 

本書では一般情報に関する注意事項を次の表示によって区分しています。 

 

 

 

この表示は製品の取り扱い上、必要不可欠な操作や情報を示しています。 

 

 

 

この表示は本製品を安全・快適に使うために是非理解していただきたい内容を示しています。 

 

（→P.○○） 

注意事項とは別に参照していただきたいページがある場合に表示します。 

 

 

使用上のご注意 

一般的注意事項 

 

 

本製品は工業用計器として最善の品質管理のもとに製造、調整、検査を行い納入いたしております。みだりに改造や

変更を行うと本来の性能を発揮できないばかりか、不適合や事故の原因となります。改造や変更は行わないで下さい。

改造や変更の必要がある場合は当社までご連絡下さい。 

 

 

納入仕様書に記載された仕様、圧力、温度の範囲での使用を厳守して下さい。この範囲を超えた条件での使用は故

障、破損の原因となります。 

 

 

運搬、保管の際に破損、故障のないよう、また水、ゴミ、砂などの混入がないようにご注意下さい。 

 

 

本製品は工業計器としての用途のみに使用し、その他の用途には使用しないで下さい。 



 
 

 

材質について 

 

 

本製品の材質については納入仕様書に記載されています。当社でもお客様の仕様をお伺いし最適な材質選定に努

めておりますが、実際のプロセスにおいては混入物などもある場合があり、万全ではないこともあります。最終的な耐

食性、適合性のご確認はお客先の責任でお願い致します。 

 

 

保守、点検について 

 

 

本製品を保守、点検などの為にプロセスから取り外す際は、測定対象物の計器内への残留に注意して下さい。測定

対象物に腐食性や毒性がある場合は、作業者に危険がおよびます。 

 

 

本製品の保守、点検については使用条件などによりその周期、内容が異なります。取扱説明書を参照するか、お客

様が実際の運転状況を確認してご判断願います。 

 

 

制御の安全性について 

 

 

本製品は工業計器として最善の品質管理のもと製造、調査、検査を行い納入いたしておりますが、各種の原因で不

測の故障が発生する可能性もあります。安全上の重大な問題が発生する可能性のあるプロセスコントロールなどに

おいて本製品を仕様する場合は、万一に備えて本製品に加えて同様な機能を果たす機器を併設し、二重化を行うこ

とにより一層の安全性を確保して下さい。 

 

 

受け入れ 

 

ご注文の製品がお手元に届きましたら、ただちに下記の点についてお調べ下さい。もし不具合がありましたら、ご注文

先にご照合下さい。 

＊ 製品型式 

＊ 製品数量 

＊ 付属品 

＊ 輸送中の破損などの有無 

 



 
 

 

ご使用上の厳守事項 

 

液面計本体の取付工事から、電気配線工事完了に至るまでの期間に、雨水等が絶対に計器内に入らない様、養

生願います。 又、電線管工事ではシール材を使用する等、雨水侵入等の不備がない様充分注意願います。  

 

 

信号ラインにノイズが載り誤動作する場合がある為、電源ラインと信号ラインは、別ケ－ブルにて配線して下さい。

又、信号ラインはシールド付ケーブルを使用して下さい。 

 

 

計器取付後、通電前には、全ての結線を点検し、誤配線等のない事を必ず確認の上、通電して下さい。信号ライ

ンにメイン電源等を誤配線しますと、電気基板の破損を生じます。 

 

 

液面計電源ラインの絶縁抵抗試験・耐電圧試験は原則として実施しないで下さい。電源ラインには避雷基板が取

付けられています。過大電圧の印加により避雷基板が損傷する場合があります。 

又、仮設電源使用時は、安定化電源か単独電源を使用して下さい。 

 

 

タンク回りで溶接作業を行う場合には、必ず電源をＯＦＦにして下さい。 溶接作業による過大電圧で避雷基板が

破損する場合があります。 

 

 

通電の際は、防爆カバ－が締められていることを必ず確認して下さい。防爆カバ－を開放する場合は、必ず電源

を ＯＦＦ にして下さい。尚、双方向通信の場合は、メイン電源を ＯＦＦ とすると共に、通信ラインのケ－ブルも 

ＯＦＦ とする必要がある事に注意願います。（液面計が防爆上非危険場所に設置される場合は、この必要はあり

ません。） 

 

 

雨天の場合は電気室カバ－、タ－ミナルボックスカバ－の開放は避けて下さい。 

 

 

高圧タンクに於いて、アイソレ－ションバルブの開放はゆっくりと行なって下さい。 急激に開放した場合、キャリブ

レ－ションチャンバ－内に高圧の気体が一気に入り込んでディスプレ－サに動揺を与え、測長ワイヤがワイヤド

ラムから脱落したり、切断したりする事があるからです。 

 

 

万一、測長ワイヤが破断し、ディスプレーサが搬出口より流出する恐れがある場合は、搬出口より流出しないよう

金網等を設置下さい。又、流出してもバルブ・ポンプ・等に支障の無い様配管ラインに金網状のフィルタ等を設置

下さい。 



 
 

 

ノンガイド方式で使用する場合の注意事項 

 

 

液体の搬入に伴い、液表面に流れを生じます。（流れは、低い液位において特に激しい） 

搬入時、液体が噴出し、搬出時は渦流等を生じます。ディスプレーサは、この流れにより、ワイヤドラムより外れワ

イヤの破断等を生じます。新規取付、計測開始時、計測開始レベル ＝ 計測終了レベル ＝ 下限ストップレベ

ルをあらかじめ安全を考慮し高いレベルに設置して下さい。そして、計測状態を観察しながら、最終てきに下限ス

トップレベル（＝ 計測開始及び終了レベル）を決定して下さい。尚、液搬入時は「液動揺回避モード」を使用し計

測を行い、液面動揺が落ちついた段階で「計測モード」に切換え計測する等が有効です。（→P.14） 

 

キャリブレーションチャンバ無で使用する場合の注意事項 

 

 

キャリブレーションチャンバはＦＷ９０００ＮＮの保持・点検・校正をタンクに取付けたまま行なう為に必要ですので

設置して下さい。万一設置しない場合にはＦＷ９０００ＮＮ本体を持ち上げて作業を行なう必要がありますので、ケ

ーブル長さは余裕を持つ等、考慮して下さい。 
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１ 概要 
 
１－１ 特長 

 ＦＷ９０００ＮＮシリ－ズ液面計は、超小形ディスプレ－サ、極細測長ワイヤを使用したコンパクトなワイ

ヤ－ドラム式自動平衡液面計です。 
 
 ドラムを駆動するサ－ボ装置、タンクデ－タの処理、伝送ユニットなど全ての電子装置を単一の耐圧防

爆ケ－スに収納した一体形設計で、タンクトップに設置されます。 
 
 液面検出部の信号処理、ステッピングモ－タ－のコントロ－ルを含め、レベルデ－タ、温度デ－タ、及び

その他のデ－タは、異常ステ－タスを含め内臓ＬＣＤ表示器に表示されます。 
 
 フィ－ルド～コントロ－ルル－ム間の通信は２線方向デジタル通信。このデジタル通信により、受信計か

らバルブ等の制御（接点入出力制御）も可能です（接点入力はＤＩＲ１１０ＮＮとの組み合わせ）。又、４～

２０ｍＡ アナログ通信バ－ジョンもシリ－ズ化されています。 
 
 表示部の磁気センサーにより、ディスプレ－サの各種制御、及び各種デ－タ設定、変更等が防爆エリア

においても容易に可能です。 
 
 

１－２形式コ－ド 

   Ｆ Ｗ ９ □ □ □ ＮN □ 
 
 
 

測 長  ワイヤドラム周長  設計圧力  構 造 

１ ０～５ｍ  １ ４００ｍｍ １ 大気圧 Ｗ 防水密閉 

２ ０～１０ｍ ２ ８００ｍｍ ２ ０～１ＭＰａ Ｅ 耐圧防爆 

３ ０～１５ｍ  ３ ０～２ＭＰａ  

４ ０～１８ｍ ４ ０～３ＭＰａ 

５ ０～２５ｍ  

６ ０～３０ｍ 

７ ０～５０ｍ 

８ ０～６０ｍ 

９ 特 殊 
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２ 仕様 

２－１  標準仕様 
 

１．機械仕様 
１）液位検出方式   

小型ディスプレ－サ～測長ワイヤ～ワイヤドラム構成によるデジタル構成によるデジタル制御電気

自動平衡方式 
 

２）ディスプレ－サ 
直 径 --- φ１４０、φ１１０、φ９０、φ７０、φ５０、φ３０ 
質 量 --- ２５０ｇ（標準） 
材 質 --- ＳＵＳ３０４、ＳＵＳ３１６、ＳＵＳ３１６Ｌ、ＭＡ（ハステロイ相当）、ＰＴＦＥ、ＰＶＣ、その他 

 
３）測長ワイヤ 

標 準 ---- ＳＵＳ３１６（φ０．２単線） 
オプション ※  ＭＡ（φ０．３単線）  ＦＥＰ被覆（φ０．６ 芯撚線） 
 

４）ワイヤドラム周長 
４００ｍｍ ８００ｍｍ 
 

５）張力検出 
ホ－ル素子磁束応答形完全無接触センサ－ 
 

６）駆動モ－タ 
高分解能スッテッピングモ－タ 
 

７）駆動軸シ－ル 
強力マグネットカップリング 
 

８）測定範囲 
 [０～３０ｍ] 小周長ドラム（４００ｍｍ）、又は大周長ドラム（８００ｍｍ）にて製造致します。 
[０～６０ｍ] 大周長ドラム（８００ｍｍ）のみ製造致します。 
[※] 標準（φ０．２）以外の測長ワイヤの場合は短い測定範囲でも小周長 

ドラム（４００ｍｍ）が使用出来ない場合があります。詳細はお問い合せ下さい。 
９）使用温度 

液   温 --- －２００ ～ +３００℃ 
周囲温度（液面計本体の温度） ---  －４０～+６０℃ （TIIS ： －２０～＋５５℃） 

但、液及びワイヤドラム室内が氷結、固着しない事。液が付着することでディスプレーサ質量

が変化する環境には適しません。 
 

１０）使用圧力 
 使用圧力   ワイヤドラム室材質 
 大気圧 ＡＣ２Ａ、ＳＣＳ１３、ＳＣＳ１４ 

 ０～１ＭＰａ ＳＣＳ１３、ＳＣＳ１４ 

 ０～３ＭＰａ ＳＣＳ１３、ＳＣＳ１４ 
 
１１）巻上操作時の最大速度 

約３０００ｍｍ／分 
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a

１２）精度（※）（現場指示、及びデジタル発信出力）： 
（１）液面計測 ： ±1mm 
（２）界面計測（オプション） ： ±2.7mm 
（３）密度計測（オプション） ±0.01ｇ/cm3（参考値） 

[※]基準条件下 
 

１３）取付け ： フランジ取付け 
（１）フランジ寸法 ： ３Ｂ、４Ｂ、５Ｂ、６Ｂ（その他特殊） 

（測長によるディスプレ－サ水平移動量を考慮して決定して下さい。） 
（２）フランジ規格 ： ＪＩＳ５Ｋ／１０Ｋ／２０Ｋ／３０ＫＲＦ、 
             ＡＮＳＩクラス １５０／３００ 、ＪＰＩクラス  １５０／３００、その他 
（３）ディスプレ－サガイド方式 

標準 ： スタンドパイプ方式 
オプション ： ノンガイド方式（※）、ガイドワイヤ方式（※）、その他特殊（※） 

[※]特殊方式のため、所定の精度が得られない場合があります。詳細はお問い合わせ下さい 
（４）ディスプレ－サ水平移動量 

・小周長ドラム 
（４００ｍｍ）の場合、 
液位変化１ｍに対して 

△ａ ＝ １．２～２．５ｍｍ                     
・大周長ドラム 
（８００ｍｍ）の場合、 
液位変化１ｍに対して 

△ａ ＝ ０．６～１．２５ｍｍ 
                               
 
 

図 ２－１  
（５）構造 

防水密閉 、又は耐圧防爆 ＥＸｄⅡＣＴ６、型式検定 
合格番号 第ＴＣ１４５８３号 
 

２．電気、ソフトウェア 
１）信号入出力 

 
（１）外部入力 

ＦＷ９０００ＮＮ形による液面計測の他に、下記のデ－タをＦＷ９０００ＮＮに取り込み、表

示及びコントロ－ルル－ムへシリアル伝送することができます。 
⒜.温度計（オプション） 

Ｐｔ１００Ωスポット温度計、平均温度計（弊社ＡＴＭ形相当）、 
又は多点スポット平均温度計（弊社ＡＴＳ形相当） 
温度素子は、Ｐｔ１００ JPｔ１００ Cu のいずれかを選定できます。平均温度計の素子切換

はレベル信号により実施し、その切換レベルは全て任意に設定可能です。又、多点スポッ

ト平均温度計の場合、全ての素子温度入力をメモリ保持し、レベルに対応した素子の平均

温度を表示・伝送する（信号による）と共に、全ての素子デ－タを受信計へ伝送致します。 
（ガス相温度の計測も可能です。） 

⒝.アナログ信号（オプション） 
４～２０ｍＡ １点（入力抵抗 ２５０Ω） 
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（２）外部出力 
⒜.コントロ－ルル－ムへのシリアルデ－タ（電気信号）出力 （オプション） 
⒝.タンクサイド受信計へのシリアルデ－タ（電気信号）出力 
⒞.接点出力 

出力内容は各種警報、及びコントロ－ルル－ムからの接点コントロ－ル信号のうちから最大

２点を自由に割り付け可能。（タンクサイド受信計ＤＩＲ１１０ＮＮとの組み合わせで最大６点） 
⒟.アナログ出力 

４～２０ｍＡ ２点（１点は＋ＨＡＲＴ） 
 

２）パラメ－タ設定方法 
（１）表示部の磁気センサによる設定暗証番号登録によるセキュリティ－機能標準装備（ハウジン

グカバ－を開けずに、通電中でもすべての設定、コントロ－ルが可能です。） 
（２）リモ－トサイドからの双方向通信による設定 
（３）タンクサイド受信計の表示部の磁気センサによる設定（ＤＩＲ１１０ＮＮ） 
 

３）現場表示 
高輝度ＬＣＤ２段表示（→P.25） 

 
４）配管接続口 

規格 ･･･ Ｇ、又はＮＰＴめねじ 
        オプションで耐圧パッキン付きケ－ブルグランド付属 
        （ケーブルグランドはシールテープを巻いております。一旦取付けた物を 
        緩めた場合、再度シールテープを巻く等して下さい。） 
寸法 ･･･ ３ × ３／４Ｂ ＋ １×１Ｂ 
 

５）電源 
ＡＣ１００～２４０Ｖ、 ５０／６０Ｈｚ（オ－トボルテ－ジ） 
 

６）消費電力 
最大２５ＶＡ 
 

７）避雷素子 
標準装備 
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２－２ 外形寸法・質量 
 

（１）小周長ドラム（ワイヤドラム室材質：ＡＣ２Ａ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図 ２－３  
 
 
 

（２）小周長ドラム（ワイヤドラム室材質：ＳＣＳ１３、ＳＣＳ１４） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図 ２－４  
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（３）大周長ドラム（ワイヤドラム室材質：ＳＣＳ１３、ＳＣＳ１４） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 図 ２－５  
 
 

番号 部品名称  ワイヤドラム室 
材質 

ワイヤドラム周長 
 １ ワイヤドラム室   小  大 
 ２ ドラム室カバ－ ＡＣ２Ａ  １６ｋｇ  － 
 ３ 電気室本体 ＳＣＳ１３／１４  ３５ｋｇ  ９０ｋｇ 
 ４ 電気室カバ－  
 ５ タ－ミナルボックス 
 ６ タ－ミナルボックスカバ－ 
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３ 動作原理・構成 
３－１  動作原理  

 
３－１－１  液面計測 

 
A  小形ディスプレ－サ 
B  測長ワイヤ 
C  ワイヤドラム 
D  マグネットカップリング 外輪 
E  マグネットカップリング 内輪 
F  駆動軸 
G  張力検出マグネット 
H  磁束応答形センサ 
ｚI  バランススプリング 
J  ウォ－ムホイ－ル 
K  ウォ－ム 
L  ＭＰＵボ－ド 
M  タイミングベルト 
N  ステッピングモ－タ 
P  表示器       

                     図 ３－１  
 
 
ワイヤドラム C に巻かれた測長ワイヤ B の先端に小形ディスプレ－サ A が取付けられています。 
ワイヤドラム C はマグネットカップリング D、E により、駆動軸 F と連結されています。    駆動軸 F は

ウォ－ムホイ－ル J のセンタ－を通りバランススプリング I の一端が接続されています。バランススプリン

グ I の他端はウォ－ムホイ－ル J に固定されています。 
ウォ－ムホイ－ル J の上には、磁束応答形センサ H が固定され、これと対向した位置に 張力検出マグ

ネット G が駆動軸 F に固定されています。 
今、液位が変化する時、小形ディスプレ－サ A の浮力が変化し、測長ワイヤ B の張力が変化します。こ

の張力変化によりワイヤドラム C、そして駆動軸 F のトルクが変化し、バランススプリング I が伸縮します。

この結果、張力検出マグネット G と磁束応答形センサ H の相対位置が変化し、出力が変わります。出力

はデジタル信号化され、ＭＰＵボ－ド L に伝達されます。 
ＭＰＵボ－ド L で受信されたデジタル出力は、あらかじめ設定されたバランス基準値と比較され、その偏

差を演算し、ステッピングモ－タ N を回転させます。この回転は、タイミングベルト M、ウォ－ム K を介し

てウォ－ムホイ－ル J を回転させ、磁束応答センサ H を張力検出マグネット G との平衡点へ連続的に

移動させます。この連続制御により小形ディスプレ－サ A は液位変化に追従し、液位の変化は、ワイヤ

ドラム C の回転量・・・ステッピングモ－タ N の駆動ステップ数の計測により求められます。この駆動ステ

ップ数はＭＰＵボ－ド L で補数演算、及び診断を受け、表示器 P に現場表示されると共に、レベル警報、

平均温度等の他のデジタル処理デ－タと共に、通信インタ－フェイス基板を通し遠隔伝送されます。 
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３－１－２  界面計測、又は基準点チェック（オプション） 
 

磁気センサ操作、又は遠隔の計測モ－ド変更信号により、界面の計測、又は基準点チェック計測が可能

です。 
計測モ－ドの変更により、３－１－１説明の「あらかじめ設定されたバランス基準値」が変更されます。こ

の為、測長ワイヤ張力は変更され、ディスプレ－サは上液中を降下し、境界面で又は、上昇し、基準点チ

ェッカーでバランスします。（尚、バランス基準値は液密度、ディスプレ－サ形状により、個別に設定され

ます。） 
 

３－１－３  密度計測（オプション） 
 

磁気センサ操作、又は遠隔のモ－ド変更信号により液体の密度計測が可能です。 
ディスプレ－サを強制的に設定された位置（液中）へ移動停止させ、測長ワイヤに働く張力をバランサ出

力から検出しディスプレ－サに働く浮力を算出し演算を行います。 
 
 
液の動揺等がある場合、液体がディスプレ－サに付着する等の場合は正確な計測ができません。 

 
３－１－４  液動揺回避モ－ド（液搬入レベル上昇時） 

 
液搬入時等で液の動揺が激しい時、この 
モ－ドを選択し、測長ワイヤ、ディスプレ－サ 
を保護します。ディスプレーサに設定された浮 
力が働くと図３－２の様には設定された寸法 
 ｈ 上昇し停止します。（標準 1００ｍｍ設定） 
さらに液が上昇しディスプレ－サに浮力が働く             
時、同様の動作を繰り返します。 
 

 図 ３－２  
 
 
 
 

ｈ 
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３－２  主要電気部構成 
  

図３－３に主要電気部構成を示します。尚、通信方式の種類や仕様により、※印基板は異なります。 
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４ 取付 
４－１  代表的なタンクへの取付例  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図 ４－１  
 
 

注）１．取付位置についてはタンク変形の極力小さい位置を選定下さい。 
 ２．ガイドワイヤ方式取付は特殊となりますので、納入仕様書を参照下さい。 

 

４－２  取付用付属部品（オプション）  
 

 キャリブレ－ションチャンバ 
 

 
ＦＷ９０００ＮＮの保持・点検・校正に使用されます。設置を推奨致します。 
 
下図はその一例です。 

 
ａ）低圧一体型 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 図 ４－２  

FW9000NN FW9000NN FW9000NN 

ディスプレ－サ 

DIR110NN 

ディスプレ－サ 

DIR110NN 

ディスプレ－サ 

DIR110NN 

キャリブレ－ションチャンバ 

仕切弁 

コ－ンル－フタンク フロ－ティングル－フタンク 球形タンク 
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ｂ）低圧セパレ－ト型 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図 ４－３  
ｃ）高圧セパレ－ト型 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図 ４－４  
 仕 切 弁 

 
ディスプレ－サをタンクトップへ巻上げた後、タンク内ガスを遮断して保守・点検・校正などを安全に行うた

めに使用されます。下図はボ－ルバルブを用いた場合の一例です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 図 ４－５  
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４－３  ＦＷ９０００ＮＮ形レベルゲ－ジ、及び部品チェック  
 

（１）ＦＷ９０００ＮＮ形レベルゲ－ジの発送荷姿の例を 図４－６に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図 ４－６  
 
（２）ＦＷ９０００ＮＮ本体の主要付属部品 

 
１．ワイヤドラム（ワイヤ付）    １ケ 
２．ワイヤドラム軸用ベアリング  ２ケ 
３．ディスプレ－サ          １ケ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

               
 
 

 図 ４－７  
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

エアパッキン包装 
 ビニ－ル袋入り  

ＦＷ９０００ＮＮ 

クッション材 

ダンボ－ル 
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（３）その他の関連付属部品 
 

  １．メンテナンス工具 
 

    防爆ケ－ス開閉用鉄棒 ・・・ １本 
 

    防爆錠締用ボックスドライバ－ ・・・ １本                      図 ４－８    
 

    マグネット棒 ・・・ １本 
 

    基準プレ－ト ・・・ １本 
     

  ２．ＤＩＲ１１０ＮＮ形 タンクサイド  表示器（オプション） 
ＤＩＲ－５００形 パネル埋込形表示器（オプション） 

 
注）尚、付属品は、工番毎に異なる場合があります。 

   
４－４  タンクへの取付前のレベルゲ－ジの動作チェック 

 
レベルゲ－ジ、出荷前に工場で調整、並びに検査は終了してお

りますが、お客先でタンク取付け前に、最終的にその作動チェッ

クを行う場合は、図 ４－９ に示すよ 
うな、約４０～９０ｋｇの荷重に耐える高さ約１ｍの頑強 
な架台に液面計本体を設置し、後述の作動チェックを 
行って下さい。 
 
注）レベルゲ－ジ作動チェックは防爆上の理由 

から、架台は安全地域に設置して下さい。 
 
 
 
 
 

 
 図 ４－９  

４－５  取付要領 
 

（１）タンクトップのレベルゲ－ジの設置条件について 
 
ａ. レベルゲ－ジは使用圧力（大気中～中、高圧）により本体製作質量が異なり、取付部 

には ４０～９０ｋｇの荷重がかかるので、鉛直方向に変形しないよう強度構造として下さい。 
 
ｂ. 取付座のフランジ規格は、納入仕様書記載の液面計フランジ規格に合わせて下さい。 
 
ｃ. キャリブレーショオンチャンバが無く、大気圧使用の場合は、スチ－リングウェルの頂部の液面計取

付フランジの下側に点検用ハッチを設けて下さい。ディスプレ－サ ・ ワイヤの点検 ・ 保守に必要

です。スチ－リングウェルは、鉛直に設置し、取付フランジ面は水平面となるように溶接して下さい。 
スチ－リングウェル内面の発錆は、ディスプレ－サの円滑な動作を妨げますから、ステンレスまた

は防錆処置を実施して下さい。又、スチ－リングウェル内の溶接段差、穴明けバリなどの無い様施

工して下さい。 

ＦＷ-９０００ＮN 

架台 

測長ワイヤ 

ディスプレ－サ 

水槽 

約
１

ｍ
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 図 ４－１０  
 

（２）キャリブレ－ションチャンバ、及び仕切弁 
 

圧力タンクの場合は、保守 ・ 点検 ・ 校正（キャリブレ－ション）のためキャリブレ－ションチャンバ、及

び仕切弁をスチリ－ングウェルの頂部に設置して、その上部に 図 ４－１１ の如く液面計を取付けます。

取付フランジ面は水平で、スチ－リングウェルは鉛直に設置して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図 ４－１１ 球形タンクへの取付例  
 

水平面 
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仕切弁 
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（３）寒冷地対策 
 

寒冷地に設置する場合は、ワイヤドラム室の凍結防止をして下さい。 
 
 
１．必要があれば、スチ－ムトレ－シングによりワイヤドラム室を外側より保温して下 

さい。 
 

（４）ワイヤドラム室へ分解別送のワイヤドラム（測定ワイヤ付）の組込要領 
 

ワイヤドラム（測長ワイヤ付）は、３項部品員数チェックで述べたように、ＦＷ９０００ＮＮレベルゲ－ジ本

体から取り外して別梱包に収納されているので、開梱後レベルゲ－ジは本体内に組込んで下さい。レベ

ルゲ－ジは本体に組込むときは下記要領で実施して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図 ４－１２  
 
ＦＷ９０００ＮＮレベルゲ－ジ本体をタンクトップの取付けフランジに設置、取付後、図 ４－１３を参照してワ

イヤ－ドラム室に復元、組付けて下さい。 
 
１）ワイヤ－ドラム室の①カバ－、及び②Ｏリングをボルト・ナットを外して、取外して下さい。 
 
２）ベアリング支持用③ブラケットを取外して下さい。 

（ワイヤドラム室材質：ＳＣＳ１３、ＳＣＳ１４のみ） 
 
３）図 ４－１３ に示すような配置で④ワイヤドラムの回転軸にベアリングを挿入して下さい。 
 
 
 

回転軸 
ワイヤドラム 

ドラムへ巻付けた測長ワイヤ 
のホグレ防止和紙カバ－ 

紙の合せ目 

ディスプレ－サ 

への連結リング 

約５０ｃｍ 
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注）ワイヤドラム室材質：ＡＣ２Ａの場合、品番②はガスケットに、品番③は不要になります。 
 

 図 ４－１３ ワイヤドラム室へワイヤドラムの復元装備要領図  
 

ワイヤドラム室 

電気室 

ワイヤドラム室 

本体フランジ 

遮蔽金具 

ベアリング受け 

ベアリング 

⑤ワイヤドラム軸用 

キャリブレ－ション 

チャンバ 

③ブラケット 

(ベアリング支持) ②Ｏリング 

①ワイヤドラム室 

カバ－ 

④ワイヤドラム 
（ワイヤ巻付） 

ワイヤ巻付端末 
(ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚ-ｻ連結環) 

キャリブレ－ション 

ホ－ルカバ－ 

スチ－リングウェル 

(防波管) 
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４）ワイヤドラムの外輪 マグネット側回転軸のベアリングを本体部遮蔽金具（内輪マグネッ 
トのキャップ部）のベアリング支持孔に挿入し、ワイヤドラムを挿入して下さい。この時、原点位置の

状態で（→P.33）ワイヤドラム側面のＭマークが、10 時 30 分方向となる様に、又ワイヤドラムに巻付

けてあるワイヤのリング付端末部を 図 ４－１４ に示すようにキャリブレ－ションチャンバに向かって

垂らし、チャンバの蓋を開けて調整覗き孔から外に引出しておいて下さい。 
 

 
原点位置以外の場合は、原点移動後ワイヤドラムを挿入して下さい 

 
 

ワイヤのホグレ防止用和紙カバ－は、ディスプレ－サを連結し終わるまで外さないで 
下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図 ４－１４  
 
５）ワイヤドラムの回転軸ベアリングをブラケットのベアリング支持孔に挿入して、ブラケット 

（ワイヤドラム室材質：ＳＣＳ１３、ＳＣＳ１４のみ）を固定して下さい。 
 

 
ワイヤドラムを取付けてから手動で強制的にワイヤドラムを回転すると、追従して回 
転する内輪マグネット軸に連結された内部機構が損傷するため、ワイヤドラムは回さないで下さい。 

 
６）ディスプレ－サ／ワイヤの連結 

キャリブレ－ションチャンバの覗き孔から取り出してある測長ワイヤの先端リングを 図  
４－１５ のように、ディスプレ－サのフックに通してからリングの外れ止めのため、別送 
の外れ止めワイヤを図４－１５のように、フック先端の小穴を通して立ち上がり部に巻きつけ数回よ

じって、余分は切断して下さい。 

ワイヤのホグレ防止用

和紙カバ－ 

キャリブレ－ションチャンバ 

ワイヤ端末

キャリブレ－ション覗き孔

Ｍマーク 

合せ目 
紙カバ－の 
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 図 ４－１５  
 
 
 
ワイヤとディスプレ－サを連結後、キャリブレ－ションホ－ルよりディスプレ－サを静かにタンク底部

に向けて吊り下げて下さい。 
 
７）ワイヤドラムの表面に巻き付けてあるワイヤのホグレ防止用和紙を合せ目より外して 

取り除いて下さい。ドラムに巻いたワイヤは吊り下げたディスプレ－サの荷重によって 
ワイヤドラムから外れる事はありません。 

 
８）最後にワイヤドラム室のカバ－、及び O－リングを復元して、ボルト・ナットで本体に組 

付けて下さい。 
 
９）ワイヤドラム室材質：ＳＣＳ１３、ＳＣＳ１４の場合 

ワイヤドラム室材質：ＳＣＳ１３、ＳＣＳ１４の場合は、③ブラッケットを仕様せず、ワイヤド 
ラム室カバ－部に直接ベアリングを挿入する方式をとっています。 
組付方法は、前述の ４） , ６）項の作業後、ホグレ防止用和紙を合せ目より外して 
ワイヤドラム室カバ－のベアリング支持穴にベアリングを挿入し、カバ－及びガスケット 
を復元してボルトで本体に取付けて下さい。 

 

測長ワイヤ

連結リング

フック

リング外れ止めワイヤ

ディスプレ－サ

小穴 
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（５）結線 
配線はターミナルボックス内の端子台により行います。 
 

２３ 温度コモン Ｂ （オプション）  １ Ｍ１（＋） （オプション） 

２４ 温度コモン Ｂ （オプション）  ２ Ｎ１（－） （オプション） 

２５ 温度素子 １ （オプション）  ３ COMM1 SG 

２６ 温度素子 ２ （オプション）  ４ Ｍ２（＋） （オプション） 

２７ 温度素子 ３ （オプション）  ５ Ｎ２（－） （オプション） 

２８ 温度素子 ４ （オプション）  ６ COMM2 SG 

２９ 温度素子 ５ （オプション）  ７ 4-20mA 出力 １ ＋ （オプション） 

３０ 温度素子 ６ （オプション）  ８ 4-20mA 出力 １ － （オプション） 

３１ 温度素子 ７ （オプション）  ９ 4-20mA 出力 ２ ＋ （オプション） 

３２ 温度素子 ８ （オプション）  １０ 4-20mA 出力 ２ － （オプション） 

３３ 温度素子 ９ （オプション）  １１ TIUR 信号＋ （オプション） 

３４ 温度素子 １０ （オプション）  １２ TIUR 信号－ （オプション）  

３５ 温度素子 １１ （オプション）  １３ 接点出力 １ ＮＣ （オプション） 

３６ 温度素子 １２ （オプション）  １４ 接点出力 １ ＮＯ （オプション） 

３７ 温度素子 １３ （オプション）  １５ 接点出力 １ コモン （オプション） 

３８ 温度素子 １４ （オプション）  １６ 接点出力 ２ ＮＣ （オプション） 

３９ 温度素子 １５ （オプション）  １７ 接点出力 ２ ＮＯ （オプション） 

４０ 温度素子 １６ （オプション）  １８ 接点出力 ２ コモン （オプション） 

Ｕ ＡＣ電源  １９ 4-20mA 入力 １ ＋ （オプション） 

Ｖ ＡＣ電源  ２０ 4-20mA 入力 １ － （オプション） 

ＰＥ アース  ２１ 4-20mA 入力 ２ ＋ （オプション） 

ＰＥ アース  ２２ 4-20mA 入力 ２ － （オプション） 

 
 
 
 
 
１）電線管のつなぎ込みに不備がないか点検して下さい。 

端子箱に雨水などが入ると作動不良を起こします。 
 
 
２）通電の前に全ての結線を検査し、誤りがない事を納入仕様書・結線図にて確認して下さい。 
 
 
３）端子台位置が旧液面計と異なります。その為、既設ケーブル長さが不足する場合があります。

従ってケーブルをあらかじめご用意下さい。 
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５ 表示及び操作 
 
５－１ 表示 

高輝度ＬＣＤ２段表示 

・１段目･･･①レベル表示 5 桁+小数点以下 1 桁（表示単位ｍｍ） 

・２段目･･･②ステ－タス表示 ３桁 

③温度表示 3 桁+小数点以下 1 桁（表示単位℃） 

 その他   Ｒ ＣＰＵが正常に作動する間、点滅 

Ｈ 受信計との通信のタイミングで点滅 

 

 
 
 
５－２ ステータス表示内容 

 
 

              

 
 
 

 
表
示 

  エラー 
 

表
示 

モ－タ制御ステ－タス  表
示 

ディスプレ－サ状態 

１ モータエラー   ０ 計測Ⅰ  ０ 上限停止 

２ アンダーテンション  １ 計測Ⅱ  １ 警報 No.1 

３ オーバーテンション  ２ ﾘﾓ-ﾄ計測Ⅱ  ２ 警報 No.2 

５ リピータビリティエラー  ３ 計測Ⅲ  ３ 警報 No.3 

６ 温度計断線  ４ ﾘﾓ-ﾄ計測Ⅲ  ４ 警報 No.4 

７ 温度計スケールオーバー  ５ 強制巻き上げ  ５ 警報 No.5 

８ ディスプレーサ制御エラー  ６ ﾘﾓ-ﾄ強制巻き上げ  ６ 警報 No.6 

９ 4-20mA 入力スケールオーバー  ７ 強制停止  ９ 下限停止 

Ａ パラメータエラー  ８ ﾘﾓ-ﾄ停止    

B バランサーエラー  ９ 強制巻き下げ    

C 密度計測異常  Ａ ﾘﾓ-ﾄ強制巻き下げ    

Ｅ スリットセンサーエラ－  Ｅ 液動揺回避ﾓ-ﾄﾞ    

G 内部エラー  F リピータビリティチェック    

   Ｇ リモートリピ－タビリティチェック    

   Ｈ 密度計測    

   Ｊ ﾘﾓ-ﾄ密度計測    

 
１）同タイプの警報が複数点設定され、複数個が警報状態にある時は、各ステータスが順番に表示され

これを繰り返します。 

２）２つ以上のエラーが同時に発生した場合、各エラーコードが順番に表示されこれを繰り返します。 

３）リモ－ト操作は別冊「受信計取扱い説明書」を参照下さい。 

 ローカル操作により計測Ⅰ以外の状態にした場合、リモート操作はできません。 

 

 
 
 
 

１２３４５．６ｍｍ 

□□□１２３．４℃ 
 

ＲＨ 

１２３４５．６ｍｍ 

□□□１２３．４℃ 

図５－１ 
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５－３ 磁気センサー操作 

 
 図 ５-１に示すように液面計本体表示部に 
 ４つの磁気センサーがあります。 
このセンサにマグネットを近づけることよりディスプレ－サの操作、指示合せ、内部設定値の設定を行いま

す。 
  
５－３－１  オペレーションモードに於ける操作 

 
 液面計のロ－カル操作（ディスプレーサ強制巻上、停止等の操作）を行う事が可能です。 
 

     表 ５－１ 

動 作     操 作 

計測Ⅰ     

計測Ⅱ     

計測Ⅲ     

強制巻き上げ     

強制停止     

強制巻き下げ     

液動揺回避モ－ド     

リピ－タビリティチェック     

密度計測     

ﾊﾟﾗﾒ-ﾀﾓ-ﾄﾞへ移行     

 
① 計測Ⅰ 

で、計測Ⅰ（上液面計測） 
 

② 計測Ⅱ（オプション） 
             で、計測Ⅱ（界面計測） 
 

③ 計測Ⅲ（オプション） 
  で、計測Ⅲ（基準点チェック又はボトム計測） 

 

④ 強制巻き上げ 
 でディスプレ－サは強制巻き上げとなります。 

 
⑤ 強制停止 

 で、ディスプレ－サは停止します。（強制巻き上げ中に停止する時は減速し停止） 
 

 ⑥ 強制巻き下げ（オプション） 
 で、ディスプレ－サは強制巻き下げ状態になります。 

 

⑦ 液動揺回避モ－ド（オプション） 
 で、液動揺回避モ－ドとなります。（→P.8） 
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 ⑧ リピータビリティチェック 

     で、リピータビリティチェックとなります。 
標準 5００ｍｍ 強制的にディスプレ－サが上昇し、再び液面計測状態になります。前後のデータを

比較し 1００ｍｍ より大きい場合はエラーを出力します。 

 

 ⑨ 密度計測（オプション） 
                        で、密度計測に入ります。（→P.8） 
 

⑩ パラメ－タモ－ドへ移行 
でパラメ－タモ－ド（内部設定値の変更モ－ド）に移ります。 

尚、このモ－ドへは、強制停止モ－ドの時のみ移行可能です。 
  
 
 
     操作例 
 センサにマグネットを近づけるとセンサー番号に対応した数値が表示されます。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 計測Ⅰから停止の場合 
 
 
 
 
      計測Ⅰの状態                 にマグネットを近づける        にマグネットを近づける 
 
 
 
 
 

１２３４５．６ｍｍ 

□□□‐‐‐‐‐ 

 

ｷｰ番号表示箇所 

１２３４５．６ｍｍ 

０００‐‐‐‐‐ 

 

０１２３４５．６ｍｍ 

２０ ‐‐‐‐‐ 

 

０１２３４５．６ｍｍ 

７ ‐‐‐‐‐ 

 

：1 

：2 

：3 

：4 

センサ番号 
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５－３－２  パラメ－タモ－ドに於ける操作 
 
内部設定値を変更することにより、指示合わせ、警報設定等を行う事が可能です。 
 

表 ５－２ 

操作 動作 

 数値増 / 設定項目の選択/ 項目の移

動 

 数値減 / 設定項目の選択 

 桁移動 

 確定 / 戻る 

 

① 設定項目の選択 
 又は   で設定項目を選択します。１回ごとに 

１項目づつ変わります。 
 

② 数値増減 
又は   で指定された桁の数値が増減します。 

１回ごとに数値は増減し、０～９を循環します。（設 

定値でマイナス定義のある時、先頭桁でマイナス 

設定を行います。） 
 

③ 桁の移動 
で桁を指定します。１回ごとに、下位の桁へ 

移動します。尚、指定の桁は点滅します。 
 

④ 確定 
    で設定項目・設定値の確定をします。 

 

⑤ 項目の移動 
    で確定後、   で次の項目に移動します。 

 

⑥ 項目の戻り 

      で確定後、再び   で前の項目に戻ります。 

 

 

パラメ－タモ－ドは３つのレジスタ項目に分かれます。入力レジスタ以外は暗証番号入力が必要となり

ます。 

 

         調整レジスタ（Ｓ/Ｒ）  「Ｓ」 ： 指示合わせ・4-20・温度調整を行う 

         保持レジスタ（Ｈ/Ｒ）  「Ｈ」 ： 4-20mA 出力ｽﾊﾟﾝや接点出力の設定を行う 

         入力レジスタ（Ｉ/Ｒ）   「Ｉ」 ： 情報データ・エラー履歴などの表示を行う 

□□□□□□□ 

○ △△△△△ 
 
ＲＨ 

設定値 

レジスタ番号 
（暗証番号） 

レジスタ項目 
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操作例 
 

  

 

 

 

 

 

 

                   にて強制停止 

 

 

 

 

 

   

                 にてパラメータモードへ 

 

 

 

 

 

    又は  にて”Ｓ”又は“Ｈ”選択 

 

                にて確定 

 

 

 

 

 

 

                にて次へ 

 

 

 

 

 

 暗証番号「００００１」入力 

   又は  にて数値増減 

   にて桁移動 

                にて確定 

 

 

 

 

 

 

 レジスタ番号「▲▲▲▲▲」入力 

   又は  にて数値増減 

   にて桁移動 

                にて確定 

 

 

 

 

 

 

 

               にて次へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 設定したい値「△△△△△△△」入力 

   又は  にて数値増減（マイナスは先頭桁） 

   にて桁移動 

 

              にて確定 

 

 

 

 

 

 

              にて戻る 

 

 

 

 

 

 

              にて戻る 

 

 

 

 

 

 

             にて戻る 

 

 

 

 

 

 

             にて戻る 

 

 

 

 

 

 

             にて戻る 

 

 

 

 

 

 

                にて計測状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 

 

 

■ ００００１ 

 

 △△△△△△△ 

■ ▲▲▲▲▲ 

 

 １２３４５．６ｍｍ 

７  １２．３℃ 

 

 

■ 

 

 △△△△△△△ 

■ ▲▲▲▲▲ 

 

 △△△△△△△ 

■ ▲▲▲▲▲ 

 

△△△△△△△ 

■ ▲▲▲▲▲ 

 

 △△△△△△△ 

■ ▲▲▲▲▲ 

 

 

Ｈ 

 

 

Ｈ 

 

 １２３４５．６ｍｍ 

７  １２．３℃ 

 

 １２３４５．６ｍｍ 

０  １２．３℃ 

 

△△△△△△△ 

■ ▲▲▲▲▲ 

 

 １２３４５．６ｍｍ 

０  １２．３℃ 
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５－３－３ パラメータ 
 

■ ： H(保持レジスタ) 

レジスタ番号 項目内容 備考 

130 アドレス  

410 上限停止位置原点オフセット(mm) 原点位置よりの差分入力。原点より上はマイナス値、

下はプラス値 

412 下限停止位置(mm) 下限停止位置のレベル値 

510 最大レンジ(mm)  

1401 上下限警報 1 動作方向 0：上昇 1：下降 

1402 上下限警報 1 動作点(mm) 動作レベル値 

1406 上下限警報 2 動作方向 0：上昇 1：下降 

1407 上下限警報 2 動作点(mm) 動作レベル値 

1411 上下限警報 3 動作方向 0：上昇 1：下降 

1412 上下限警報 3 動作点(mm) 動作レベル値 

1416 上下限警報 4 動作方向 0：上昇 1：下降 

1417 上下限警報 4 動作点(mm) 動作レベル値 

1421 上下限警報 5 動作方向 0：上昇 1：下降 

1422 上下限警報 5 動作点(mm) 動作レベル値 

1426 上下限警報 6 動作方向 0：上昇 1：下降 

1427 上下限警報 6 動作点(mm) 動作レベル値 

1503 4-20 出力 CH1 の 4mA 設定値(mm)  

1505 4-20 出力 CH1 の 20mA 設定値(mm)  

1515 4-20 出力 CH2 の 4mA 設定値(mm)  

1517 4-20 出力 CH2 の 20mA 設定値(mm)  

3300 平均温度計点数 温度素子入力数 

3301 温度センサ構成 0：none 1：ATS 2：ATM 3：spot (変更後 S5 実施) 

3302 温度センサ材質 1：Pt100 2：JPt100 (変更後 S5 実施) 

3306 平均温度素子切替点 1(mm) 第 1 素子測定開始レベル値 

3308 平均温度素子切替点 2(mm) 第 2 素子測定開始レベル値 

3310 平均温度素子切替点 3(mm) 第 3 素子測定開始レベル値 

3312 平均温度素子切替点 4(mm) 第 4 素子測定開始レベル値 

3314 平均温度素子切替点 5(mm) 第 5 素子測定開始レベル値 

3316 平均温度素子切替点 6(mm) 第 6 素子測定開始レベル値 

3318 平均温度素子切替点 7(mm) 第 7 素子測定開始レベル値 

3320 平均温度素子切替点 8(mm) 第 8 素子測定開始レベル値 

3322 平均温度素子切替点 9(mm) 第 9 素子測定開始レベル値 

3324 平均温度素子切替点 10(mm) 第 10 素子測定開始レベル値 

3326 平均温度素子切替点 11(mm) 第 11 素子測定開始レベル値 

3328 平均温度素子切替点 12(mm) 第 12 素子測定開始レベル値 

3330 平均温度素子切替点 13(mm) 第 13 素子測定開始レベル値 

3332 平均温度素子切替点 14(mm) 第 14 素子測定開始レベル値 

3334 平均温度素子切替点 15(mm) 第 15 素子測定開始レベル値 

3336 平均温度素子切替点 16(mm) 第 16 素子測定開始レベル値 
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■ ： Ｓ(調整レジスタ) 

レジスタ番号 項目内容 備考 

0 レベル調整  

5 温度計基板パラメータ書き込み Yes：パラメータデータを温度計基板のレジスタへ反映 

No：戻る 

23 原点移動 Up：原点位置まで自動で上げ方向に移動 

Down：原点位置まで自動で下げ方向に移動 

No：戻る 

 
 
 
保税タンク用機能（プロテクトスイッチ） 

 

保税タンク用として使用する場合、現地で税関検定、指示合わせ後に電気室カバーを開放し基板上のトグル

スイッチを ON にします。このスイッチを ON にするとパラメータモドへ移行ができなくなります。さらに電気室

カバーを開放できないよう税関封印をする事により、レベル指示など設定変更はできなくなります。 

 

プロテクトスイッチは表示基板の左側に設置されています。 

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾓｰﾄﾞ移行不可 
(設定変更不可) 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾓｰﾄﾞ移行可能 
(設定変更可能) 

NORM 

LOCK 

NORM 

LOCK 
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５－４  指示合せ及び調整 
 

図 ４－１１、４－１２ 及び 図 ４－１３ にて計器へのドラム、ディスプレ－サの取り付け及び結線チェックが

完了した後、指示合せ及び調整を行います。 
 
ディスプレ－サを強制巻き上げ時、液面計フランジ下で停止させる必要があります。液面計の指示値を合せる

前に、この停止位置（上限停止位置）を設定し、次に表示値（指示合せ）を設定します。 
 
指示合せは一般に、 

 

① タンク内に液体が入っている時、（水張りテスト時で水が入っている時を含む）検尺を実施し、この値

に指示合せする。尚、水張り実施の場合、実液との吃水が異なる為、弊社出荷時提出の吃水計算

書により吃水変化量をシフトして指示合せを行います。 
 

② タンク内に液体がない時、ボトムプレ－ト上でディスプレ－サをバランス状態とし、この位置を計測し

吃水量を加算し、指示合せを行います。（吃水量も上記吃水計算書による） 
 

③ 高圧タンクで実液が入っている時、仕切り弁を シャット し キャリブレ－ションチャンバの基準プレ－

ト上にディスプレ－サをバランスさせ、この位置を計測し前記②同様、指示合せを行います。 
 

以上のいずれかにより指示合せを行います。
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５－４－１ 上限停止位置設定 

 

 

①       にて強制停止として下さい。 
 
 

 

②       にてパラメ－タ－モ－ドへ移行します。 

 

③ 調整レジスタ 「Ｓ」 を選択、確定し次の項目に移行

します。確定すると点滅します。 

 

                     ： 設定項目の選択 

                     ： 設定項目の選択 

                     ： 確定し、次の項目へ 

                     ： 戻る 

 

 

④ 暗証番号を入力します。変更できる桁が点滅してい

ます。 
通常 「００００１」 を入れて確定し次の項目に移行し

ます。 

               ： 数値増 

               ： 数値減 

               ： 桁移動 

               ： 確定し、次の項目 

               ： 戻る 
             

（暗証番号の変更は、保持レジスタで自由に可能で

す。） 

 

 

⑤  レジスタ番号「２３」を入力します。 
変更できる桁が点滅しています。確定すると番号全

体が点滅します。 

               ： 数値増 

               ： 数値減 

               ： 桁移動 

               ： 確定し、次の項目 

： 戻る 

 

 

 

 

 

 

 

      にて強制停止 

      にてパラメータモードへ 

 

 

 

 

 

 

 

    又は  にて選択 

 

 

 

 

 

    にて確定   にて次へ 

 

 

 

 

 

 

 暗証番号入力 

   にて確定   にて次へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 レジスタ番号入力 

 

 

 

 

 

   にて確定   にて次へ 

 

 

Ｓ 

 

 

Ｓ ００００１ 

 

 ＨＯＭＥ．ＬＤ 

Ｓ ０００２３ 

 

 

７ 

 

 

Ｓ 

 

 ＨＯＭＥ．ＬＤ 

Ｓ ０００２３ 
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⑥ 「UP」 又は 「DOWN」 を選択し確定すると原点位置

まで 

ディスプレーサが自動で移動します。「no」 を選択す

ると前の項目に戻ります。原点位置までディスプレー

サが自動で移動し、完了すると「ＯＫ」と表示されます。 

                     ： 設定項目の選択 

                     ： 設定項目の選択 

                     ： 確定 

 

   最大ドラム一周分（400mm 又は 800mm)ディスプレー

サが移動する為、上側に移動代が無い場合は、「Ｄ

ＯＷＮ」で移動させ、移動代がある事を確認後「ＵＰ」

で移動させて下さい。又はワイヤドラムを外した状態

で原点移動を行なって下さい。 

（工場出荷時は原点位置で出荷しています。） 

 

原点位置以外をの位置を上限停止位置としたい場

合は、保持レジスタ番号 「４１０」 に原点位置か

らの差分を入力して下さい。（→P.23） 

 

      原点位置より低い位置 ： プラス値 

      原点位置より高い位置 ： マイナス値 

 

⑦ オペレ－ションモ－ドまで戻します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   にて確定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 例 原点位置より 20mm 高い位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ＵＰ 

Ｓ ０００２３ 

 

   －００２０ 

Ｈ ００４１０ 

 

     ＯＫ 

Ｓ ０００２３ 
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５－４－２ 指示合せ 

 

① 計測Ⅰモードでディスプレ－サは液面、又はボトムプ

レ－ト、又はキャリブレ－ションチャンバ内基準プレ

－ト上でバランスさせます。 
 

②       にて強制停止として下さい。 
 

③       にてパラメ－タ－モ－ドへ移行します。 

 

④ 調整レジスタ 「Ｓ」 を選択、確定し次の項目に移行

します。確定すると点滅します。 

 

                     ： 設定項目の選択 

                     ： 設定項目の選択 

                     ： 確定し、次の項目へ 

                     ： 戻る 

 

⑤ 暗証番号を入力します。変更できる桁が点滅してい

ます。 

通常 「００００１」 を入れて確定し次の項目に移行し

ます。 

               ： 数値増 

               ： 数値減 

               ： 桁移動 

               ： 確定し、次の項目へ 

               ： 戻る 

 
（暗証番号の変更は、保持レジスタで自由に可能で

す。） 

 

⑥  レジスタ番号「０」を入力します。 
変更できる桁が点滅しています。確定すると番号全

体が点滅します。 

               ： 数値増 

               ： 数値減 

               ： 桁移動 

               ： 確定し、次の項目へ 

               ： 戻る 
 

⑦ 検尺、又は吃水計算により指示合せの値を入力しま

す。確定すると値全体が点滅します。 

               ： 数値増 

               ： 数値減 

               ： 桁移動 

               ： 確定（戻る） 
   
⑧ 再びオペレーションモードに移行させ、計測Ⅰモ－ド

に戻すと、指示合せは完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      にて強制停止 

      にてパラメータモードへ 

 

 

 

 

 

 

    又は  にて選択 

 

 

 

 

 

    にて確定   にて次へ 

 

 

 

 

 

 

 暗証番号入力 

   にて確定   にて次へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

値を入力し   にて確定 

 

 
 

 
 

 

Ｓ 

 

 

Ｓ ００００１ 

 

 

７ 

 

 

Ｓ 

 

 ＤＳＰ．ＳＥＴ 

Ｓ ０００００ 

 

 １２３４５．６ 

Ｓ ０００００ 
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６ 故障対策 
 
自己診断機能により、何らかのエラーを検出した場合はステータス表示部にエラー番号が表示され（→P.25）液晶

画面が点滅します。 
 
表６ エラーリスト 

表示 種類 内容 主な対処方法 

１ モータエラー モータドライバ出力異常 モータ、メイン基板の交換 

２ アンダーテンション バランサ張力が許容値以上 ディスプレーサに堆積物がないか確認 

３ オーバーテンション バランサ張力が許容値以下 測長ワイヤの破断、外れが無いか確認 

５ リピータビリティエラー 実施前後のレベル値の差が許容外 
液変動が無いか確認 

エラーは自動解除 

６ 温度計断線 温度計の断線エラー 
温度計素子の抵抗及び端子コネクタ等の

緩みは無いか確認 

７ 温度計スケールオーバー 温度計の抵抗値が入力範囲外 
温度計素子の抵抗及び端子コネクタ等

の緩みは無いか確認 

８ ディスプレーサ制御エラー 
エンコーダとパルスカウントの誤差が許容

外 
原点移動実施、モータの交換 

９ 4-20mA 入力スケールオーバー 4-20mA 入力範囲(3.7～20.8mA)外 入力電流値確認 

Ａ パラメータエラー FRAM の保存データエラー パラメータ読込後、電源再投入 

B バランサーエラー 
バランサ基板とメイン基板間の通信

エラー 
バランサ基板、ノンスリップトランスの交換 

C 密度計測異常 
密度計測位置がレベル計測レンジ

外、液位変化量判定値以上 

測定位置の確認 

エラーは自動解除 

Ｅ スリットセンサーエラ－ スリット検出信号が検出しない モータ、スリットセンサの交換 

G 内部エラー 内部回路エラー メイン基板の交換 
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７ 保守 
 

１）測長ワイヤの点検・交換 

測長ワイヤの汚れ、くせ等を定期的に点検して下さい。汚れの程度により、点検期間を短くする必要が

ありますが、クリ－ンな液体の場合は 1 回/年 実施し汚れ、くせ等がある場合は交換して下さい。 
 

２）ディスプレ－サの点検・清掃 

ディスプレ－サの上にゴミ等が堆積しますと、作動不良 又は 吃水変化により、精度不良の原因と

なります。1 回/半年の点検・清掃を実施して下さい。 

 
３）ワイヤドラムの点検・清掃 

ワイヤドラムが汚れ、ドラム溝にゴミ等が付着しますと精度不良の原因となります。 

1 回/年 点検し、必要がある場合は、ワイヤブラシ等で清掃して下さい。 

 
４）ベアリングの点検・交換 

ドラムシャフトの両端を受けるベアリングの汚れに伴う回転不良は、作動不良の原因となります。1

回/年 点検し、不良の場合は必ず交換して下さい。 

 
５）測長ワイヤ張力の点検 

測長ワイヤは 200g の張力で調整されています。（特殊品は除く） 

部品等を交換した場合は、ドラムバランス調整を確認して下さい。 

 
６）電気部品について 

FW9000ＮＮシステムが作動を開始した後、異常を生じた場合、各パ－ツの経年劣化等が考えられま

す。この場合は、ユニット単位（基板毎）で順次交換し、不良ユニットを発見するのが良い方法です。

部品はユニット交換とします。 
 






